
 
 
 
 
 
第６３回滋賀県教育美術展の審査会が平成２８年

１１月２５日（金）滋賀大学教育学部附属小学校にお
いて行われました。 
今回の教育美術展にはどのような傾向の作品が

集まったのか。展覧会の見どころや，作品の見方に
ついて，審査会に参加した先生方にうかがいました。
（順不同・敬称略） 
 
■４歳 

【審査：細川・山田・堀口】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 遊びや生活の中で経

験した題材は、のび
やかに子どもの思
いが表現され、楽し
かったこと、友だち
と一緒に遊んでい
ることなどがしっ
かりと伝わってき
た。思いを表現する
ことの楽しさを経
験することで、さら
に生活が豊かになっていくように感じられる作品が
見られた。 

 
２）気になったこと 
・ 絵の具の濃度が薄い作品が目立った。そのことが子ど

もたちの思いやイメージなど、線描にも影響していた
ことが残念であった。 

 
３）これから望むこと 
・ 絵の具を紙にのせた時に子どもたちは何をイメージす 
るだろう。絵の具の色合いを見て、子どもの心が動き
「描いてみたい」と思えるような色づくりや濃度、
紙の質や色など、教師の一層の教材研究の必要性が
うかがえた。 

 

■５歳 
【審査：奥村・藤井・山口・林】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 運動会や遠足など自分が体験したことを絵で表現した

ものがとても生き生きしていたように思う。サインペ
ンやパスで細かい部分も根気よく、丁寧に描写できて
いるものが多かった。 

 
２）気になったこと 
・ お話（物語）をイメージして描くことは難しいようで、

指導者の描かせたいという思いが強く出ていたよう
に思う。スタンプやパスの上に、絵の具で色付けする
ことは子どもにとって良いと思っている指導者の思
いの反面行き過ぎな所があり残念であった。 

 
３）これから望むこと 
・ 絵を描かせる前に子どもたちへの体験を十分に充実さ
せたり、絵を描く前の導入に力を入れ、「絵を描かせな
いといけない」という思いが強くならないようにしてほ
しい。教材研究の積み重ね（画用紙の色、台紙の色、絵
の具の濃さ薄さによっては、絵を潰してしまっていない
か）が大切。 

 
■小学校１年生 
【審査：奥田・安本・髙橋・上原】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ ２０００点を超える子どもたちの作品を見せてもらい

ました。どの絵からも指導者の先生と素直な子どもた

ちの教室での様子が目に浮かぶようでした。 
・ 題材の愛着の持てる動物（牛・羊・きりん・象など）

や興味をひく乗り物（消防車・機関車・電車など）が
あり、実際に見たり触ったりして五感で感じた感動を
心の中で増幅して表現できている作品がありました。 

 
２）気になったこと 
・ いくつか気になることがありました。 
 ① まず、対象物を描くのにクレパスやクレヨンを使っ

ている学校がまだたくさんあることに驚きました。子
どもは、入学して１年で文字や数字を書いて一気に器
用になります。用具も色鉛筆やラッションペン、一番
良いものは「はしペン絵の具」です。ストレスなく思
いついたものが描けるように環境を整えてスタート
してほしいと思います。 

 ② いもやロケット、もぐらや猫…何でも貼り付けて合
成している絵がたくさんあります。安易に貼り付ける
のでなく、いつも真剣勝負で描かせてあげてほしいと
思います。 

 ③ 指導者が１年生の子どもらしい題材を見つけられ
ず、安易に上学年の題材や技法を１年生にやらせてい
る場面も見られ子どもらしい絵と無理矢理描かされ
ている絵の２極化が見られます。ぜひ、子ども目線で
ワクワクするテーマを見つけてあげてください。 

 
３）これから望むこと 
・ 全校で共通理解する必要がありますが、小学校に入学

したら教科の学習で鉛筆を持たせてひらがなの練習
をする訳ですから、図工の時間も「はしペン」や「色
鉛筆」「ラッションペン」「水性ペン」でスタートし、
保幼との「違い」を感じさせることが大切です。（「さ
あ、新しいスタート！がんばるぞ！」というスイッチ
の切り替えができます。） 

・ じっくり物を見て描く。ゆっくりていねいに。大事な
ものほどしっかり塗り込む。急いでたくさんの作品を
つくろうとせず、ていねいに１つ１つの活動を楽しま
せてあげることが大切です。 

 
４）その他、気づいたこと 
・ どの学年でもそうですが、やはり１年に１度は外の景

色を真剣に写生するという体験が描く力を育てる何
よりの方法だと思います。（空想画ばかりでは、力は
つきません） 

・ 時間数の少ない図工の時間だからこそ、連続２時間で
やってしまうのではなく、「次の図工が待ち遠しいな
あ」と感じてくれるような時間設定も工夫してあげて
ほしいと思います。 

 

■小学校２年生  

【審査：大西・西川・梅村】 
１） 作品を見て， 

よかったこと 
・ 子どもの描きたいことが、しっかりと伝わってくる指

導が多く見られた。中でもパスをしっかり握って思い
きって描いた表現が見られるようになったことが、や
や技法に偏りがちであることからの脱却という点で
良かったと思う。 

 
２）気になったこと 
・ 他の紙に描いたものを貼ることで絵つくりをする指導

が多く見られた。方法的なこととしては、効果的な場
合ものあるが、画面の多くが貼られたものにならない
ようにしてほいしい。 

 
３）これから望むこと 
・ 指導者が活動の流れ

を仕組みすぎると、
子どもが描きたい
ことがわかりにく
くなります。子ども
の描きたいことが、
生かされるような
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手だて（技法）を考えることが、指導の大きなポイン
トになります。 

４）その他、気づいたこと 
・ スクラッチを使った作品が多く見られました。子ども

にとって楽しい活動ですが、どこに使うかをよく考え
ることが大切です。他の技法についても同様に「それ
ならやってみたい」と思えるような仕組みを考えるよ
うにしたいものです。 

 
■小学校３年生  
【審査：北村・川瀬・北川】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 新しい技法、材料用具に挑戦しようとする姿が作品か

ら見られました。 
・ ３年生らしく、勢いのある形がぐいぐいとかき込まれ

ていました。 
・ 特選作品は、教師の指導と子どものがんばりがピッタ

リと合っていました。 
２）気になったこと 
・ ３年生は、絵の具と出会う学年です。ぜひ、ていねい

な指導をお願いします。色の濁りが気になりました。 
・ 「何を表現したいのか」ここが表現の原点、スタート

です。導入においては、子どもと共に対話的な学びを
し、個々が描きたいものを明確に持つことが重要にな
ります。 

３）これから望むこと 
・ 人物を描いた作品がどの学年でも極めて少数でした。

デッサン力が落ちて敬遠しがちになるのは分かりま
すが、年に一回は線描でもよいので経験させてほしい。 

・ 審査する際には、「今後の滋賀の図工美術教室」方向
が示せるよう、上手な作品より、好ましい表現である
ことを重視しています。ぜひ、美術展を見て、学んで
ください。 

４）その他、気づいたこと 
・ ６年で出てきた表現技法が、次の年には５年で、そし

て、その次の年には４年で出てくることがあります。
背伸びのさせすぎは避けたいものです。 

 

■小学校４年生  

【審査：今村・吉田・辰巳】 
１）作品を見て，よかったと思われたこと 
・ 多様な技法で、子ども達が楽しんで製作できた作品が

多く見られました。 
・ はしペン絵の具で描写し、こだわりをもって描き込ん

でいる作品や色つけをしている作品も見られました。 
・ 水彩絵の具の色が美しく、製作中に水を何度もかえら

れている様子がうかがえる作品が多く見られました。 
２）気になったこと 
・ 同じような題材（ヘチマ、ダンス、折り紙模様作り、

お話の絵）がたくさん出品されていました。新しい題
材にチャレンジしてほしいと思います。 

・ 水彩絵の具を使い、全体的に薄く塗っていた作品が気
になった。ある一部分でも濃度をつけて仕上げる方が、
よかったのではないかと思います。自分の思いが、し
っかりと伝わるように。 

・  四つ切大の規定があるが、はみ出して貼っている作
品、紙粘土を立体的にしてボンドで貼っている作品が
あり気になりました。 

３）これから望むこと 
・ 人物画については、やや幼い表現が多く見られました。

日ごろからクロッキーに取り組めるようにしたいも
のです。 

 

■小学校５年生 

【審査：小西・守里・辰岡・木村仁】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 高学年になり、細分まで表現しようとする姿勢や、線

の美しさや、デザイン表現の色の美しさにひかれてど
んどん作業に入っていっている姿などが想像できて
よかった。 

・  風景画など遠景での表現など少し変化や重なりな

どがあるものに魅力を感じた。 
 

２）気になったこと 
・ 同じような技法をもちいていても、指導者の一工夫や、

子どものこだわりなどが感じられるものはよいが、そ
の技法のもつ特色やねらいを充分に理解せず、ただた
だ技法に取り組んでいたり、ていねいさに欠けるもの
など、指導者の意欲やその学年の発達段階としてどの
程度まで取り組ませるかなどを考える必要性を感じ
た。 
 

３）これから望むこと 
・ 想像画、線表現などが多かったが、人物などにも取り

組んでほしい。 
 

■小学校６年生  
【審査：垣見・太田・外村】 
１） 作品を見て，よかったこと 
・ 発色が美しく、しっかりと描いた作品が印象的でした。 
 
２）気になったこと 
 大変幼く、丁寧さに欠ける作品と発達年齢を超えて背
伸びして作品作りに陥っている作品の 
両極端が見られました。 

 
３）これから望むこと 
・  上手に描くのではな

く、描いて伝えたい
ことを意識させるよ
うな作品になればと
思います。 

 
 
■中学校 

【１年生審査：馬淵・林・平尾】 

１）作品を見て、よかったこと 

中１では、身近な靴やカバン、文具などを描いた作品が
多く出品されていました。その中では、バレエのトウシュ
ーズを描いた作品が印象的でした。靴を描く時に「なぜそ
の靴を描くのかその靴にどんな思いを持っているのか」と
いうようなことを考えてから描くようにさせる指導の大
切さを感じました。また、草花や野菜を丁寧に描いた作品
も爽やかでした。季節感を感じる心や新鮮さを表す工夫な
どを大切に指導されている様子が伝わりました。しかし、
一方で「なぜこの課題を設定したのか」「生徒の学びは何
なのか」と疑問を感じる作品もありました。指導者は中学
の３年間を見通して、題材を配列していただきたいと思い
ます。 

 

【２年生審査：伊庭・岩崎】 

１）作品を見て、よかったこと 

県内多数の学校から出品していただいた表現内容の多
様な作品を見せていただくことができ、ありがとうござい
ました。この作品審査の場は、自分自身の実践と照らし合
わせて、他校の先生方の指導の工夫をみてとることがで
き、大変貴重な研究の機会となっています。 
 中２の作品で多かったのは、ピクトグラムと抽象的な表
現の作品でした。ピクトグラムでは、学校生活の中で「気
をつけよう」「守ろう」と思っている内容を主題として、
他者に伝えるために工夫している様子が伝わりました。出
品票の題材名欄には、生徒が主題としたものを書いていた
だけると、展示のラベルにも転記することができますの
で、よろしくお願いします。抽象的な表現の作品でも、生
徒一人一人が何を主題としてその色や形を工夫したのか
を、出品票の題材名欄に記載していただけるようお願いし
たいと思います。 
また、抽象的な表現では、作品の上下も出品票の貼って

ある向きで判断していますので、そのまま台紙に貼って展



示されることになります。指導者が出品の際に貼り間違え
ないようにご注意ください。 
 
２）その他 
①出品規定について 
・ 出品作品が小さい場合は、４つ切りの画用紙に貼って

出品しているが、中学校ではこの規定を守っていない
学校もある。例えば、色紙を額に入れて出品していた
学校の作品が、特選になった場合は、額から出して台
紙に貼らなければならない。 

・ 出品作品が４つ切りよりも大きい作品もあった。手ぬ
ぐいに染色したものであったが、４つ切りの画用紙に
折り曲げて貼り付けてあった。 

・ 上記以外にも、屏風の作品を出品する時には、台紙に
直接貼り付けることがためらわれるので、貼り付けた
学校と、そのまま出品した学校があった。 

 
②審査について 
・ この時期に入選と特選が確定することは、中学校とし

てはありがたい。高校入試でスポーツ文化推薦ができ
たので、生徒の内申書に記載することができる。３学
期では間に合わない。 

・ 昨年度までの、出品すれば入選という制度に比べて、
落選ということができたので、入選の質は底上げす
ることができたと思う。上記のような推薦の規準に
使われるのであれば、もっと入選数を絞り込んでも良
いと思う。 

・ 今後のことを考えると、審査に参加する研究推進委員
がベテランばかりでは、意味がない。出張に出にくい
のはお互い様なので、無理をしてでも来てもらえるよ
うに事前に声をかける必要がある。各郡市から少なく
とも１名は来てもらえるようにするべきである。 

 
【３年生審査：野村・大西・川辺】 
１）作品を見て、よかったこと 
・ 中３では、自画像が多く出品されていました。中３     

という節目の年に自分をしっかり見つめて描くこと
は大変意義のあることだと思います。その他の作品に
も、中学校で学習してきた技能や技法を生かして、自
分の思いを込めて描いた作品がたくさんありました。 

・ しかし、全体的に抑え気味な色調で描かれている作品
が多いことが気になりました。中３という学年を考え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ると、義務教育の最後の年であり、今まで学習してきた学
習体験を生かし、ある程度自由な表現でのびのびと描
くようにさせることも必要であると思います。 
 

２）その他 
滋賀県教育美術展の特選作品は、研究のため？ずっと附

属小で保管されていますが、古い作品はどうなっているの
でしょうか？実物でなくても、データで保存するのではだ
めなのでしょうか。と言いますのは、作品を返してほしい
という保護者や生徒がいるからです。 思いを込めて取り
組んだ作品ほど、その気持ちが強いのは当然のことです。
指導者としても、生徒自身が自宅に持ち帰り、家庭で大切
にしてほしいと思いますと、県教育美術展に出品すること
をためらっています。 
 １年後になってもいいので、作品を出品校に返却してい
ただけるようにお願いします。  
 
 
■特別支援  
【審査：山口・川辺・西島】 
１）作品を見て，よかったと思われたこと 
・ 色が美しい作品、線に集中力が伝わってくる作品、こ

だわって描いている作品に特にひかれるものを感じ
た。子どもの生き生きとした作品が多く、特に小２に
佳作が多かった。 

 
２）気になったこと 
・ 絵がパターン化されたもの、大人の手が入っているか

もしれないものについて指導の工夫が期待される。 
・ 半立体になっている作品について意欲は伝わってく

るが、保存展示などを考えた場合、難しいので平面作
品になっているものを出品してもらえればと思う。 
 

３）これから望むことは 
・ 特別支援では、特に子どもの個性や思いがうまく引

き出される作品を期待したい。 
 
４）その他 
・ 描きすぎた作品、描き足りない作品は、指導の難し

いところであるが、そのあたりの見極めや指導につ
いて教師の研修の必要性を感じた。 


